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当院では子育て中の職員をサポートするため 24 時間保育室を完備しております。
常勤・非常勤問わず利用でき、安心してお仕事に取り組める環境づくりをしております。



病院理念
私たちは地域の皆様に愛され、
大切な人に自信を持って薦められる
病院を目指します。

基本方針
1.　家庭の雰囲気で快適な生活環境を提供し、療養生活の充実に努めます。
2.　患者様の人生が豊かであるよう個人の人権と尊厳を尊重します。
3.　患者様本位の医療・介護サービスを実践します。
4.　病院機能の向上発展に邁進することで地域に貢献します。

－ － － －

院長　塚本 真

    ８月７日（水）と８日（木）、夏まつりを開催しました。お面屋さんに
射的や魚釣りなどの本格的な出店を院内に再現。 かき氷やノンアルコール
ビールも振る舞われました。  会場に設けたフォトスポットでは花火をバッ
クに記念撮影。
　有志職員による盆踊りでは、患者様・入所者様も踊りの輪に加わって、
「 炭坑節 」「 東京音頭 」などを踊りました。続いての太鼓演奏の迫力に、
手拍子に歓声も。院内保育室の子供たちとの交流もあり、楽しいひと時を
過ごしました。

　皆様お元気ですか。厳しい暑さがようやく過ぎ、実りの秋が
来ました。一方秋は、夏の体力消耗に加えて気候変化や寒暖差
が「秋バテ」をもたらします。疲労やだるさ・食欲不振・お腹
の不調は秋バテかも知れません。
　気候変化に対して身体は体温や血圧を一定に保つために心血
管機能を調整しますが、このため自律神経が２４時間休まず働
いています。自律神経の過剰な活動が活性酸素を発生させ、疲
労や秋バテの原因となります。
　気候変化が起こす身体不調のことを「気象病」と呼びます。気候の変化は健康に多大
な影響を及ぼします。秋バテ対策としては、①良質な睡眠 ②十分な水分摂取 ③軽い運動  
④就寝１時間前のぬるめの入浴などが効果的です。  
　食品はイミダペプチドを含む鶏むね肉や豚ロース、鰹が疲労回復に良いとされます。
高齢者は筋肉維持のために体重１㎏あたり最低１ｇの蛋白質が必要です。体重５０㎏の
方は５０ｇの蛋白質。肉や魚であれば約２割が蛋白質なので毎日最低２５０ｇの摂取が
必要です。効率的な蛋白摂取には、乳製品のほか鮪・鰹・鶏むね肉など、筋肉合成に働
く分枝鎖アミノ酸 （ＢＣＡＡ）を多く含む食品がお勧めです。更にビタミンDを摂れば
完璧です。
    皆様、季節の変わり目を健やかにお過ごしください。

院長ご挨拶



－ －

福住　未来
（ふくずみ　みらい）

看護補助
７月１日入職

古舘　瑠璃佳
（ふるだて　るりか）

事務
７月２２日入職

田中　明奈
（たなか　あきな）

看護補助
７月２２日入職

守屋　玲奈
（もりや　れいな）

看護師
８月１日入職

スオン　チャンティー
（すおん ちゃんてぃー）

看護補助
８月２０日入職

下村　民善
（しもむら　たみよし）

准看護師
９月１日入職

田山　麗奈
（たやま　れな）
看護補助
９月１日入職

菅原　温香
（すがわら　はるか）

看護補助
９月１日入職

加藤　耕太
（かとう　こうた）

看護補助
９月１日入職

小西　潤
（こにし　じゅん）

入浴介助
９月１日入職

金子　美咲
（かねこ　みさき）

入浴介助
９月１日入職

山内　真由
（やまうち　まゆ）

看護補助
９月８日入職

太田　正光
（おおた　まさみつ）

看護補助
９月８日入職

新入職員紹介
よろしくお願い致します

2024.7.1 ～ 2024.9.8



－ －

たなばた会 ☆彡

 患者様・入所者様の日々

　 7 月 4日（木）、院内保育室の子供たちと合同
たなばた会を行いました。いっしょに紙芝居を楽
しんだあとは工作の時間です。水色のボードに星
をペタペタ。きらきらお星さまがいっぱいの、素
敵な天の川ができました。
    最後にみんなで歌を唄ったら楽しい時間にお別
れです。
また来年会えますように。

　 9 月１３日（金）、敬老会を開催しました。
まずは職員より時代劇の演舞と太鼓演奏を披露。
続いて院内保育室の子供たちがやってきて手作り
のコスモスのカードと歌のプレゼント。
　かわいい子供たちの登場に、
笑顔の絶えない敬老会となり
ました。

 敬老会
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